
今月の表紙 2020.10.24

村民限定！元気まつり
新型コロナウイルス感染症の影響により様々なイベントや事業が中止となるなか、商工会・観光協会主催によ

る村民限定の「元気まつり」が昭和村公民館を会場に開催されました。
各種団体による出店のほか、芸能団体によるステージ、民謡歌手の「永峯恵」さんによる歌謡ショー、秋の盆

踊り大会などが行われ、フィナーレには約 200 発の花火が夜空を彩りました。
※写真は複数の写真を重ねる多重露光という加工を施しています。

村のいとなみを伝えるマガジン

広報 2020
No.61811
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村のデキゴト
occurrence

9
月
29
日
、
大
芦
区
長
事

務
所
、
昭
和
村
公
民
館
で
、

「
か
ら
む
し
買
い
入
れ
」
が

行
わ
れ
鑑
定
人
た
ち
は
鋭
い

目
つ
き
で
出
荷
さ
れ
た
か
ら

む
し
の
品
質
を
確
か
め
て
い

ま
し
た
。

買
い
入
れ
総
量
は
、
22
貫

２
０
３
匁
（
83
・
26
㌕
）
で

不
安
定
な
気
候
条
件
の
せ
い

か
、
前
年
よ
り
特
上
の
割
合

は
落
ち
込
み
ま
し
た
。

10
月
24
日
、「
元
気
ま
つ

り
」
に
先
立
ち
、
昭
和
村
公

民
館
駐
車
場
に
お
い
て
、
姉

妹
都
市
提
携
10
周
年
記
念

「
草
加
市
・
昭
和
村
」
姉
妹

都
市
交
流
推
進
宣
言
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
と
埼
玉
県
草
加
市

は
、
昭
和
60
年
5
月
30
日
の

友
好
交
流
宣
言
か
ら
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
な

ど
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

平
成
22
年
7
月
17
日
に

は
、
か
ら
む
し
織
の
里
フ
ェ

ア
に
お
い
て
、
姉
妹
都
市
の

締
結
を
行
い
、
本
年
度
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

10
年
を
振
り
返
り
、
関
係

者
が
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で

築
き
上
げ
た
信
頼
と
絆
を
礎

に
今
後
さ
ら
に
幅
広
い
交
流

を
推
進
す
る
旨
の
「
宣
言
書
」

に
舟
木
村
長
、
浅
井
草
加
市

長
が
署
名
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
様
々
な

交
流
事
業
を
自
粛
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
そ
の
交
流
の

絆
を
再
確
認
し
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

か
ら
む
し
買
い
入
れ

姉妹都市提携 10 周年記念
交流促進推進宣言 調印式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
対
策
の

た
め
、
役
場
窓
口
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
施
設
へ

「
A
Ｉ
体
温
測
定
顔
認
証
端

末
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

端
末
の
前
に
立
つ
と
1
秒

程
度
で
測
定
が
行
わ
れ
、
結

果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
警
告
が
発
せ
ら

れ
ま
す
。
公
共
施
設
を
訪
れ

た
際
に
は
、
体
温
測
定
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

AI 体温測定
顔認証端末
  ⬇

Ａ
Ｉ
体
温
測
定

顔
認
証
端
末
を
設
置
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occurrence
村のデキゴト

10
月
11
日
、
直
下
型
の
震

度
６
の
地
震
が
起
こ
っ
た
想

定
で
、
役
場
職
員
全
員
参
加

の
も
と
、
避
難
所
開
設
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

避
難
所
と
な
っ
た
す
み
れ

荘
と
村
公
民
館
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
念
頭
に
、
受
付
で
の
発

熱
の
有
無
に
応
じ
て
ゾ
ー
ニ

ン
グ
（
居
住
区
分
）
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保

の
た
め
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

型
テ
ン
ト
の
設
営
な
ど
を
訓

練
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、 

昭
和
村

消
防
団
の
秋
季
検
閲
式
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
10
月

11
日
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
度
の
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
団
長
表
彰

◎
勤
続
章
（
勤
続
18
年
以
上
）

団
員

金
子

兼
二

団
員

菅
家

祐
博

●
福
島
県
知
事
表
彰

◎
功
績
章

団
長

菅
家

勝

◎
永
年
勤
続
章

団
員

小
林

昭
二

団
員

渡
辺

寿
行

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章

団
長

菅
家

勝

◎
勤
続
章

団
員

菅
家

哲

●
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
精
績
章

団
員

菅
家

哲

◎
退
職
団
員
感
謝
状

元
副
分
団
長

栗
城

新
祐

元
団
員

本
名

智

●
会
津
坂
下
支
部
長
表
彰

◎
功
労
賞

副
団
長

馬
場

修
二

◎
功
績
章

副
分
団
長

五
十
嵐

伸

◎
精
勤
章

団
員

根
本

崇
範

団
員

鵜
川

洸
一

◎
勤
続
章

班
長

酒
井

聡
志

団
員

舟
木

哲
也

●
消
防
庁
長
官
表
彰  

◎
退
職
団
員
感
謝
状

元
団
員

舟
木

秋
広

元
団
員

齋
藤

健
一

元
団
員

五
十
嵐
一
敏

元
団
員

本
名

松
意

元
団
員

羽
染

公
海

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
長
年
の
消
防
任
務
の

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

10
月
2
日
、
昭
和
小
学
校

に
お
い
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
年
に
よ
っ
て
走
る
距
離

は
違
い
ま
す
が
、
自
分
自
身

の
記
録
へ
挑
む
児
童
や
、
ラ

イ
バ
ル
と
切
磋
琢
磨
し
最
後

の
最
後
ま
で
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
る
児
童
の
姿
に

沿
道
に
集
ま
っ
た
保
護
者
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

10
月
27
日
、
村
長
室
に
お

い
て
、
守
岡
文
浩
会
津
地
方

振
興
局
長
よ
り
、
羽
染
兵
吉

さ
ん
（
両
原
）
の
、
長
き
に

わ
た
る
議
会
議
員
と
し
て
の

活
動
や
、
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
と
し
て
の
活
動
な
ど

に
対
し
て
、
叙
勲
（
旭
日
単

光
章
）
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
ご
受
章
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

避
難
所
設
営
訓
練

昭
和
村
消
防
団

秋
の
表
彰

小
学
校

マ
ラ
ソ
ン
大
会

羽
染
兵
吉
さ
ん
、

旭
日
単
光
章
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条例に基づき、上半期の財政状況のあらましをお知らせします 
令和 2年度上半期（4月～ 9月） 昭和村の財政状況

《一般会計補正予算の状況》
● 当 初 予 算 額 208,257●4号補正額(8月) 否決
●1号補正額(4月) 600●5号補正額(8月) 13,204
●2号補正額(5月) 13,881●6号補正額(8月) 5,776
●3号補正額(6月) 2,596

特別会計予算
会計名 当初予算 補正予算額 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計
（ 事 業 勘 定 ） 18,594 4,184 22,778 7,203 7,358
国民健康保険特別会計
（ 施 設 勘 定 ） 12,786 △ 33 12,753 3,559 5,168
簡易水道事業特別会計 6,438 7 6,445 2,090 2,483
下水道事業特別会計 7,199 106 7,305 1,824 2,805
農業集落排水事業特別会計 5,955 885 6,840 1,581 2,403
合併浄化槽事業特別会計 461 305 766 56 104
後期高齢者医療特別会計 2,576 0 2,576 699 614
介 護 保 険 特 別 会 計 37,556 2,124 39,680 14,261 14,422
※ 収入済額より支出済額が大きい会計は、歳計現金の会計間運用により処理。

《繰越事業の執行状況》
般会計
歳出科目 予算現額 支出済額 予算残額
総 務 費 0 0 0 
民 生 費 0 0 0 
農林水産費 0 0 0 
商 工 費 105 73 32 
土 木 費 3,671 1,091 2,580 
消 防 費 0 0 0 
教 育 費 550 200 350 
災害復旧費 0 0 0 
合 計 4,326 1,364 2,962 

《財産の状況》 （R2.5.31時点）
（１）土地及び建物（行政財産）

区分 土地（㎡） 建物（㎡）
木造 非木造

行
政
財
産

本 庁 舎 5,622 1,103
その他の行政財産 その他の施設 375 1,347

公 共 用 財 産
学 校 35,974 17 8,459
公 営 住 宅 9,891 1,325 2,580
その他の施設 406,809 3,625 16,389

原 野 545
合 計 458,841 5,242 29,878

普
通
財
産

そ の 他 の 施 設 15,033 816 1,613
宅 地 6,708 273 33
山 林 200,491
原 野 27,956
そ の 他 17,536
合 計 267,724 1,089 1,646

（２）出資による権利
区分 金額 備考

出資による権利 10,538 ㈱奥会津昭和村振興公社 外 22件

（３）基 金
区分 金額

財 政 調 整 基 金 32,070 
土 木 機 械 整 備 基 金 3,864 
減 債 基 金 18,987 
土 地 開 発 基 金 3,842 
地 域 活 性 化 基 金 77,045 
地 域 福 祉 基 金 935 
商 工 業 振 興 基 金 200 
観 光 開 発 基 金 26,355 
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 1,048 
上 下 水 道 等 維 持 管 理 基 金 21,696 
公 共 施 設 等 維 持 管 理 基 金 46,522 
過 疎 地 域 自 立 促 進 事 業 基 金 4,884 
森 林 環 境 基 金 1,299 
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 408 
か ら む し 振 興 基 金 3,000 
企 業 等 の 貸 付 基 金 1,013 
国 保 特 別 会 計 基 金 9,697 
国 保 直 診 基 金 4,290 
介 護 給 付 費 準 備 基 金 4,141 
合 計 261,296 

《村債残高の状況》 （R2.5.31時点）
（１）普通会計分   

区分 金額 区分 金額
一 般 単 独 事 業 債 21,219 過 疎 対 策 事 業 債 95,202 
公 営 住 宅 建 設 事 業 債 973 災 害 復 旧 事 業 債 1,170 
教育 ･ 福祉施設等整備事業債 7,772 そ の 他 589 
臨 時 財 政 対 策 債 72,076 合 計 199,001 

（２）特別会計分
区分 金額

国民健康保険特別会計 14,230 
簡易水道事業特別会計 26,922 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 33,042 
農業集落排水事業特別会計 30,784 
合併浄化槽事業特別会計 1,062 
合 計 106,040 

歳 出
歳出科目 予算現額 支出済額 予算残額

議 会 費 3,835 2,001 1,834
総 務 費 58,203 30,532 27,671
民 生 費 37,439 16,895 20,544
衛 生 費 9,560 3,441 6,119
農林水産業費 44,251 7,507 36,744
商 工 費 16,885 8,418 8,467
土 木 費 24,943 3,767 21,176
消 防 費 7,916 4,959 2,957
教 育 費 20,157 6,576 13,581
災 害 復 旧 費 650 0 650
公 債 費 20,275 10,096 10,179
諸 支 出 金 0 0 0
予 備 費 200 0 200
合 計 244,314 94,192 150,122

( 38.6% ) ( 61.4% )

歳 入
歳入科目 予算現額 収入済額 収入未済額

村 税 9,240 6,774 2,466
地 方 譲 与 税 3,178 880 2,298
利 子 割 交 付 金 4 3 1
配 当 割 交 付 金 15 5 10
株式等譲渡所得割交付金 8 0 8
地 方 消 費 税 交 付 金 2,527 1,544 983
自 動 車 取 得 税 交 付 金 106 64 42
地 方 特 例 交 付 金 106 106 0
地 方 交 付 税 126,156 89,660 36,496
分 担 金 及 び 負 担 金 4 5 △ 1
使 用 料 及 び 手 数 料 2,038 913 1,125
国 庫 支 出 金 31,149 13,961 17,188
県 支 出 金 20,709 598 20,111
財 産 収 入 147 44 103
寄 附 金 300 147 153
繰 入 金 21,321 0 21,321
繰 越 金 3,334 0 3,334
諸 収 入 8,940 257 8,683
村 債 15,032 0 15,032
合 計 244,314 114,961 129,353

( 47.1% ) ( 52.9% )

単位：万円
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村のデキゴト
topics

10
月
16
日
、
昭
和
村
公
民

館
に
お
い
て
、
喰
丸
小
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
の
一

環
で
あ
る
、「
枝
物
講
演
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
、
小
野
川
地
区

で
、
1
5
0
種
類
の
草
花
を

栽
培
し
て
い
る
菅
家
博
昭
さ

ん
、
山
形
県
酒
田
市
で
お
花

屋
さ
ん
ロ
ー
タ
ス
ガ
ー
デ
ン

を
主
宰
し
て
い
る
畠
山
秀
樹

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菅
家
さ
ん
か
ら
、
実
際
の

ご
自
身
の
草
花
の
栽
培
に
つ

い
て
、
か
す
み
草
栽
培
と
の

併
用
の
注
意
点
や
メ
リ
ッ

ト
、
草
花
栽
培
の
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

畠
山
さ
ん
か
ら
は
、
お
花

屋
さ
ん
か
ら
み
た
、
枝
物
、

草
花
の
使
い
方
、
今
の
花
業

界
の
流
行
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
を
い
た
だ
き
、
実
際
に

昭
和
村
の
か
す
み
草
と
ユ
ー

カ
リ
、
ま
た
昭
和
村
で
あ
ま

り
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
草
花

を
使
っ
て
、
直
売
所
や
道
の

駅
、
発
送
で
き
る
ブ
ー
ケ
の

作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

村
内
で
も
、
写
真
の
よ
う

に
直
売
所
や
道
の
駅
な
ど
で

も
販
売
さ
れ
、
通
信
販
売
で

も
か
す
み
草
が
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
か
す
み

草
を
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
草
花

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

昭
和
村
産
だ
け
で
立
派
な

ブ
ー
ケ
が
、
作
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
生
産
者
だ
け
で
は

な
く
、
参
加
さ
れ
た
村
民
の

方
に
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
か
ら
質
問
も

あ
り
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
枝
物
を
栽
培
し
た
い
と

思
っ
た
ら
、
苗
や
種
は
ど
こ

か
ら
買
え
ま
す
か
？

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入

可
能
で
す
が
、
営
利
栽
培
用

の
種
苗
に
つ
い
て
は
、
半
年

前
に
発
注
す
る
必
要
が
あ
り

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

J
A
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
出
荷
し
た
い
！
と
思
っ
た

ら
、
で
き
ま
す
か
？

運
賃
や
箱
代
、
種
苗
費
の

経
費
を
考
え
ま
す
と
、
最
初
は

出
荷
せ
ず
に
、
直
売
所
や
道
の

駅
等
で
の
販
売
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
ユ
ー
カ
リ
を
栽
培
し
て
み

た
い
が
、
ど
こ
で
買
え
ま
す

か
？
一
年
草
の
よ
う
に
つ
く

る
方
法
は
、
ど
こ
で
習
え
ま

す
か
？

J
A
さ
ん
や
近
く
で
栽
培

し
て
い
る
方
に
、
相
談
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
事
業
は
、
令
和
2
年

度
福
島
県
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
喰
丸
小

な
ど
を
活
用
し
、
商
品
を

売
っ
て
み
た
い
な
ど
の
声
を

後
援
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
興
味
の
あ
る
方
は
、

観
光
交
流
係
、
栽
培
に
つ
い

て
は
お
近
く
の
生
産
者
さ
ん

や
農
協
さ
ん
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

喰
丸
小
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業

枝
物
講
演
会
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読み物
reading

昭
和
学
講
座
5
回
終
え
る

新
型
感
染
症
の
た
め
開
催

が
当
初
予
定
か
ら
大
幅
に
遅

れ
9
月
10
日
か
ら
木
曜
開
催

と
な
っ
た
講
座
（
文
化
財
講

習
会
を
兼
ね
る
）
が
全
5
回

を
無
事
終
え
た
。
感
染
症
防

止
の
た
め
村
内
居
住
者
の
み

の
受
講
で
、
当
日
検
温
・
手

指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
毎
回
20
名

ほ
ど
が
聴
講
さ
れ
た
。

2
回
目
か
ら
は
聴
講
者
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め
次
回

の
内
容
に
反
映
し
た
。
講
座

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
同
時

ラ
イ
ブ
放
送
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ・ラ
イ
ブ
）を
試
み
た
。
ま

た
三
回
目
か
ら
は
ア
ー
カ
イ

ブ
（
記
録
）
を
数
ヶ
月
残
す

こ
と
と
し
て
い
つ
で
も
受
講

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

内
容
は
①
ウ
ル
シ
と
か
ら

む
し
、
②
縄
文
時
代
、
③
昭

和
村
の
中
世
、
④
明
治
時
代
、

⑤
昭
和
村
の
江
戸
時
代
の
書

家
・
画
家
・
名
家
な
ど
。

第
2
部
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
か
ら
む
し
織
織

姫
体
験
生
や
研
修
生
に
、
活

動
報
告
を
し
て
も
ら
っ
た
。

①
押
部
僚
太
さ
ん
「
民
具

整
理
に
つ
い
て
」、②
緒
方
潤

「
か
ら
む
し
畑
の
管
理
を
経

験
し
て
」、③
加
藤
萌
絵
さ
ん

「
日
本
の
植
物
繊
維
産
地
葛

（
く
ず
）
の
調
査
報
告
」、
④

松
尾
悠
亮
「
か
ら
む
し
工
芸

博
物
館
の
活
動
と
最
新
史
料

紹
介
」、
⑤
古
谷
志
乃
さ
ん
・

秋
山
恵
美
子
さ
ん
「
日
本
の

植
物
繊
維
産
地
（
ふ
じ
）
の

調
査
報
告
」

会
場
で
聴
講
さ
れ
た
方
々

か
ら
は
、
②
「
縄
文
時
代
の

土
器
な
の
に
縄
文
で
は
な
く

「
貝
殻
腹
縁
文
」を
は
じ
め
て

知
り
ま
し
た
」「
い
ま
畑
を

や
っ
て
い
て
山
の
生
き
物
と

の
境
界
が
な
く
な
り
困
っ
て

い
ま
し
た
、
も
っ
と
山
の
こ

と
、
昔
の
こ
と
を
参
考
に
考

え
た
い
」

③
「
も
と
も
と
村
で
大
切

な
場
所
に
、
山
城
や
お
愛
宕

さ
ま
が
配
さ
れ
た
こ
と
に
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
」「
愛
宕

様
が
中
世
の
の
ろ
し
台
だ
っ

た
の
は
驚
き
で
す
」「
文
字
に

は
魂
が
宿
る
、と
い
う
話
、当

時
文
字
を
刻
ん
だ
石
碑
と
い

う
も
の
の
存
在
の
大
き
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
た
」。

④「「
山
が
減
る
ほ
ど
歩
い

た
」
の
お
話
、
特
に
心
に
残

り
ま
し
た
。
取
り
尽
く
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
恵
み

に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
る
た

め
に
い
た
だ
く
生
活
だ
っ
た

の
で
す
ね
」「
山
が
減
る
、自

分
が
減
ら
し
て
い
る
、
と
い

う
自
覚
し
て
山
を
利
用
す
る
、

山
の
思
想
、
哲
学
は
き
れ
い

ご
と
で
は
な
く
、
厳
し
い
も

の
だ
と
思
う
」。

ネ
ッ
ト
配
信
で
聴
取
さ

れ
た
方
は
「
第
３
回
ま
で

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
し
ま
し
た
。

４
回
目
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
し
ば
ら
く
は
、
公
開
中

と
な
っ
て
い
る
の
で
視
聴
で

き
ま
し
た
。
昭
和
村
の
そ
ん

な
に
昔
の
話
で
は
な
い
の
で

す
、
父
母
祖
父
母
の
話
か
ら

繋
が
る
歴
史
な
の
で
す
、
こ

れ
も
、
福
島
県
内
の
昭
和
村

出
身
者
、縁
の
方
そ
の
二
世・

三
世
の
方
々
に
は
、
是
非
と

も
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

今
回
、
講
座
で
は
Ａ
三
判

で
30
頁
ほ
ど
の
資
料
を
毎
回

作
成
し
て
配
付
し
た
。
花
農

家
の
9
月
彼
岸
、
10
月
と
農

作
業
が
と
て
も
忙
し
い
な
か

で
の
対
応
は
、
た
い
へ
ん
で

し
た
。月
一
回
程
度
だ
と
、準

備
に
も
充
分
な
時
間
を
か
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
資
料
を
毎

回
印
刷
さ
れ
た
教
育
委
員
会

職
員
の
皆
さ
ん
、
受
講
日
の

準
備
、
当
日
の
検
温
等
…
と

て
も
手
間
の
か
か
る
「
新
し

い
日
常
」
へ
の
対
応
に
も
感

謝
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
は
総
務
の
小
林
さ
ん

に
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

マ
ス
ク
着
用
し
、
１
時
間

話
す
と
い
う
の
は
、
な
か
な

か
た
い
へ
ん
で
し
た
。
配
慮

の
た
り
な
い
と
こ
ろ
等
、
次

年
度
に
改
善
し
ま
す
。

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
82
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長










